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関 係 法 令

法 律
第166号 学校教育法等の一部を改正する法律

36. 10. 31官報

規 則
人事院9-30 特殊勤務手当の一部を改Eずる規則

36. 10. 2 1// 

官庁報告
人事院 昭和36年度

国
家公務員採用初級試験第1 次試験

合格者 東海・北陸地方 36. 10 .28官報号外

学 内 規 程

富山大学学則の一部改正

富山大学学則の一部を評議会の議を経て次のように改正す

る。

昭和36年10月27日

富山大学長 梅 原 真 隆

別表（第1 ）中、工学部、電気工学科、講座欄の「電気工

報 第23 号

学第4講座」の次に「電気工学第5講座」を加える。

附則の次に次の附則を加える。

附 則（昭和36年10月27日改正〉

この学員IJ （改正）は昭和36年10月27日から実施し、昭和36

年10月 1日から適用する。

富山大学工学部規程の一部改正

富山大学 工学部規程の一部を評議会の議を経て次のように

改正する。

昭和36年10月27日

富山大学長 梅 原 真 隆

別表（ 1 ）中、電気工学科を次のように改める。

電 気 工 学 科

戸子主，.
科 自 間｜ 台弓M与， 

科 目 I
単

数

位

専攻科目

数 学 4 工業化学概論 3 

電 気 磁気第1 2 金属工 学概論 3 

電 気磁気第2 4 機械工 学概論 3 

電気磁気演習 機械工作法大意 2 

電 気回路第 1 2 工 業 力 世－.i-会. 
2 

電 気回路第2 4 蒸 気 権 2 

電気回路演習 3 蒸 気 原 動 機 4 

電気磁気測定 2 工業電 気化学 4 

電 気機器第 1 4 水 力 戸ラ＆ニ4 
2 

電 気機器第2 4 機 構 酔寸らー
3 

電 気機器第3 4 応、 用 数
寸戸AニA・ 2 

電気工学設計製図第1 2 応、 用 物 理
つ

電気工学設計製図第2 4 工 業 英 言日五ロ 2 

発電及び変電 4 

送電及び配電 4 体 育

電 力 応 用 4 

電 気 材 料 2 

高 電 圧 工 学 2 

法規及び管理 2 

有 線 通 信 3 

伝 送 工

戸寸M・， 
3 

無線通信第 1 4 

無線通信第2 2 

応用電子工 学 4 

超高周波工学 2 

電 子 管 工 学 2 

電子計測 工 学 2 

半 導体 工 学 2 

工 業 計 演リ 2 

自 動 告リ 御 ι つ

電気 工学実験第1 4 

電気工学実験第2 4 

電気 工学実験第3 2 

電 気 工 学 特 論

卒 業 論 文 6 

備考 電気工学特論の
単

位数は必要に応じて定める。



第23号
別表（ 1 ) 金属工学科、専攻科目中

品凶寸ー

附則の次に次の附則を加える。
附 員！J（昭和36年10月27日改正〉I I材 料 力一竺＿L三J」を

「｜材 料 力 学i 汀」に改める。
この規程（改正）は昭和36年10月27日から実施し、昭和36
年10月 1 日から適用する。

人 事 異 動

現 官 職！氏 名｜ 異 動 内 ""' 乍1、 ｜発令年月日｜発令庁
i塩谷 周三｜ 鶴ぷ言葉霊山開設て士する亙－fir-天司 高 田源－�－－ 「鶴�I臨時語I��

136. 9. 11 _I富山大学
I 36. 9. 16 I // 

金 沢 大 学 ｜ ｜ 講 師｜ 都 島 文 行 ｜ 講師 （文理学部） の併任を解除する I 36. 9. 30 l // 

｜ ｜外国出張の期聞を延長する
助 手 ｜ 鈴 木犬＝ ｜ 期間は昭和36年10月1日から昭和37年9月30日ま（文 理 学 部） l j ー｜でとする

｜ ｜ 出 張 国 にアメリカ合衆国 を 追加する

｜ 高 森 三 郎｜講師（工学部）に採用する
（ 古 市 隆 好 ｜ 用糊（跡

，， 

136. 10. 
/,' 

// 

。

｜富山大学経営短期｜大学 部
｜宮山大学

（経営短期大学部 ） ｜大 西 圭 造｜経常点ふ主任させる I // ] // 
用 務 員 ｜

弘済務学 苦言 ｜ 野 上 文 雄｜ 文部事務官に任官させる I // ! // 

｜ 島 田 和 子 ｜ 事務補佐員岬部）に採用する｜任期は昭和37年3月31日までとする

（薬務課）1�ヒ。点）I渡辺登美枝｜技能員（タイピスト）を免じ事務員を命ずる ｜ 。 ｜ 庁

( ; ）｜ 高 見 麗 子 1 // I // I // 

（文理学長タイピスト） ｜ 森由美喜子1 // I // I // 

（教 育学手タ イ ピスト）I永 森 芳 子｜ 。 I // I // 

（経済学長タイピスト）｜ 奥 田 雅 子1 // _l // I // 

（薬学部 ム 。 ト）｜ 多 村 節 子 1 // I // -, グ

（附属図書みタイピスト）！水野美須子l // I // I // 

急能 襲佐嘉｜ 河崎美智子｜ 技能補佐員を免じ事務補佐員を命ずる I // I // 

-r�ーλjfl五 辺諒一「臨開拓両長二 「つい一一一下一一一一｜一議日朝日嗣る一 ｜ 飯原 藤一｜任期は昭和37年 3月31日までとする I // I // 

[_ i講師（文理学部）に採用すら大田栄太郎 任期は昭和問3月間までとする 。 I // 

議沢教大喜｜平口俊夫1 // I // I // 

教 ｜ ｜ 講師（教育学部 ） に併任する ｜ ｜ ？を 学 部）｜ 四谷平治｜任期は昭和37年3月31日までとする I // I // 

（日こ日－＇�日覚｜ - // いじ師｜ ｜講師（経済学部）に併任する ｜ ｜ （経営短期大学部）｜ 長 砂 実｜任期は昭和37年 3 月31日までとする I // I // 

弘 育 学 率｜ 入 沢 芳 夫 事（議諮問昔話とする I // I // 

( ; ）｜玉生正信1 // I // I // 
助 教 授 ｜ ｜ 任用（文理学部講師）を更新する ｜ ｜ ｜頭 川 徹 、 治1 I /,' I // ｜ ｜ 任期は昭和3！年3月－�1日までとする ｜ ｜ 

-2-



報 昭和 37年 1月 1 日
現 官 職｜氏 名｜ 異 動 内 容 ｜発令年月日｜発令庁一一一一一一一一一一一一←J 一一一一一一一一一一一一 I 

室京 大 差 ｜ 鈴 木 平｜観晶君言草）3関野冬とする J 36. 1 o. 1空位三
ij 
。 ［霜 田 光 － I // I グ I ij 

金 沢 大 学｜市 川 渡 ｜ 講師（教育学部）に併任する
｜ 

。 ｜ 叡 ｜ ｜任期は昭和37年 3月｝1日までとる ｜ ｜ 重良女子大差｜北 村 君｜ グ I グ I グ

｜ 小寺廉吉｜ 額fi読書草）�百摺誌とする ! " I グ
奈良女子大学1 ｜ 講師（文理学部）に併任する ！ 教 授［津田松苗｜任期は昭和37年3月31日までとする I 36. 10 . 5 I ij 

奇阪教大喜｜滝沢武夫｜ 。 I 36. 1 a. s i ij 

君主営短期大学講 ｜ 沢 井宗隆 ｜ 講師（文理学部）の併任を解除する 136・1a. 10 1 // 

生立主主ヱ旦隆 信 I �結晶型店盟豆する 1��2�当 省
。 ｜海道勝稔l ij I ij I 庁

。 ｜淡 路 憲 治1 ij I ij i グ

私属中学忍｜亘 ゆりの｜辞職を承認する i 36. 1 o. is I富山大学
I 宇佐美喜代美 j技官損（工学部炊婦）に採用する I 36. 1 0. 16 I ij 

1篠原松次郎i辞職を承認する ｜ 
： ！ 守山大学室三ゴJ＿�と－�j�昼塑持芳�些哲一一一仁L虚空笠

宮戸教大差｜ 海 道 進｜ グ i グ I グ
助 教 授 l l講師（薬学部）に併任する i I （教 育 学部）｜ 頭 川 徹治｜任期は昭和37年3月�J臼までとする r ij I ij 

毅一一 ー ｜ 一一 l講師【王手部5-vと併在ず玄 ー一一一一 一 -1一一一一一一「叡 ｜ 片 山i龍 成 l（文理 学 部）｜ ｜任期は昭和 37空1むl_El主二主主主主一一一一一一」一一 ｜ －�－�E－一元一言 ｜ 藤永大二郎 ｜ 甑J長野草）3��f住宅とする I 36 �10.-20-I一遍
一一 ｜ 爾（文 理判）に採肘る ｜ 下斗米 及 ｜ 任期は昭和問 3月 31 でとする I 36. 10 . 2 1 I ij 

豆孟亙長王－三1 ；唾町坦空二二ドE瞳E
学 内 通 知

昭和37年度 富山大学学生募集要項（抜粋）
1. 募集人員

文理学部 薬学部
文学科……・…....・H・40 薬学科…・....・H・－・・…80理学科…・・・……－－…60 工学部

教育学部 電気工学科………40
第一中等教育科約75 工業化学科...・H・－－…60
第一初等教育科約90 金属工学科…...・H・··40

経済学部 機械工学科….....・H・50
経済学科….....・H・160

2. 出願期限
昭和37年2月12日（月）～2月21日（水）

3. 検査日割及び時間表

j長 ｜－竺坦J�－－－－－－－－�－一一一点呼（学力検査 午前8時30分～同9時場において）

I 

(30分間）司｜ 午前日時～同10時30分
3 月｜国

語 ｜ (90分間〉23日｜社
（金）

数

会i 午前11時～午後零時30分
I C90分間）
｜ 午後1時30分～同3時30分

学 i 文科系 (120分間）
｜ 午後1時30分～同4時｜理科系 (150分間）

苛｜ 午前9時～同10時30分
外 国 語｜ (90分間3 月 ｜ ｜ 午前11時～午後零時30分24日｜理 科｜ (90分間）｜午後1時～音楽、美術（実技検査のみ）、 保健（土）｜ 体育の筆答試問および実技検査

4. 合絡者発表

健康診断（本学において指定された者のみ）

昭和37年4月1日（日）
-3-



.....,, 守ー

昭和37年度経営短期大学部学生募集要項

（抜粋）

などで、 この他若干の承合事項について、 協議討論が行な

われ、 その問、市内特に広貫堂など 薬業関係方面の実地視

察をした。

第23号

第11回東海北陸地区施設担当課長会議

この会議は10月26. 27の両日本学において開催された。

出席者は各大学の担当者15名の他本省などから次の諸氏が

出席した。

文部省

（金）

80名

（水）～3 月 2日

募集人員
経営科第2部

出願期限
昭和37年2月21日

検査日及び時間表

2. 

計画課長

工営課長補佐

指導課調査係長

名古屋工事事務所

所 長 西 村
所長補佐 桑 原 忠

工営掛長 伊 藤 和 夫

会議に上程の承合事項は「工事工程表を省略する取扱の

法的根拠」 （福井大学提出） 他11件、又要望事項は「寒冷
地における新営建物のスチーム暖房設備の予算について」

（金沢大学提出）他 4件であって、 このうち本学からは 承

合事項「火災報知設備は消防法により施行されているが、

その実情を 承知したい」、要望事項、 「災害復旧予算の早
期示達について」の2件が堤出された。

彦竜
喜
大

尾

江

沢

中
中

3. 

検査教科間時月日（曜）

学数(60分〉同10時午前 9 時

外国語午前10時30分～同11時30分（60分）3月26日
勝

語

会

国

社

午後雰時30分～同 1時30分（60分〉

午後2時 ～同3時 (60分）

午後 3 時15分～健康診断（本部で
指定された者のみ〉

（月〉

幸良』情

合格者発表
昭和37年4月 3 日（火）

企』
口総

4 

夫

者

武

取

薬学部教授

薬学博士

昭和36年10月25日

米国産頁岩泊成分の研究

東京大学、 薬学部

教 授

回

得

飯

位.....,, ・r

取 得 者

取得学位

取得年月日

学位論文

提 出大 学

論文 主 査

本省の会計実地監査

本省、の会計実地監査は10月23. 24の両日本部会議室で行

なわれた。監査官は奥野（主査）、 明野 、高梨、大川の4 事

務官である。24日検査終了後監査についての講評があった。

そのうちに、出納事務が出納係一本で行なわれているが、

何等かの内部けん制の仕組を考えてはど うか 。 また物品購

入が本部購入に一元化されているこ とは大変よく、 出来る

なれば図書購入についても計画的に、統一的にきる』ょう

要望しTこいとの注目すべき発言があった。
彦

文理学部助教授

理学博士

昭和36年10月18日（教授会通過月日〉
分子の内部回転の研究

東京大学

教 授

毅

俊本

島

岡

I 取 得 者

取得学位

取得年月日

学位論文

提 出大 学

論文主査

取 得 者

取得学位

取得月 日

学位論文
Stu dies on Solid Car hons. （炭素の研究〉

I . T be Formation of Solid Carbons. 

（炭素の生成）

I . Tbe Gas-pbase Oxidation of Solid Carbons. 

光

文理学部助手

理学博士

昭和36年10月19日（教授会通過月日）

10月12. 1 3の両日本学 が世話役となって、千葉、金沢、

徳島、長崎、熊本、富山の薬学部を有する六大学事務局長

会議が、本学会議室を主たる会場として開催された。 出席

の事務局長は次の諸氏である。

千葉大学 岡 本 伊

金沢大学 伊 藤

徳島大学ー 近 藤 祐

長崎大学 原 田

熊本大学

富山大学

議題 は

大学院設置の促進方策について（千葉大学）

大学院設置について （熊本大学）

修業年限の延長問題について （徳島大学）

六大学事務局長会議

雅

田

口

霜

阪

平
徹
信
清
平
彦

盛
喜

本

中
塚
田

2. 

（炭素の気相酸化）

-4-
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報
提 出大 学 大阪大学

論文主査 教 授 広 田 鋼 蔵

取 得 者 文理学部助教授 横 山 泰
取 得 学位 理学博土

取得年月日 昭和36年6月6 日（ 教授会通過月日）

学位論文 Bーオキシ酸誘導体の転位に関する研究

提出大学 大阪大学

論文主査 教 授 中 川 正 澄

部 局 情 報

学生 部
第5回北信越大学準硬式野球大会

本学主催第 5 回北信越大学準硬式野球大会は10月25日か

ら4 日間富山県営球場で、行なわれた。

競技は金沢大 学4、金沢美術工芸大学1、新潟大学2、

富山大学2 の4大学9チームの聞で、行なわれたが、結局本

学薬学部、工学部の両チ｛ムが決勝戦に進出したが、その

うち薬学部チームが 12対4 のスコアで優勝した。

第10回学部対抗運動競技大会
第10回学部対抗運動競技大会は10月（8. 29日の両日、五

福地区の黒田講堂を中心とした4会場で、行なわれた。

競技はマラソン、野球、排球、 篭球、 パトミントン、卓

球 の6種目にわたっ、て競われ、マラソン、野球は生憎の雨

で11月1 日に延期して行なわれた。

当日は 学長選挙日でもあり、投票の為めに来会した多数

の教官の声援する姿が見うけられた。

種目別優勝学部ば次のとおり 。

排球一薬学部、篭球一一般教育、パトミントンー経済学

部、卓球一教育学部、マラソン一一般教育、野球一経済

学部

なお総合優勝は経済学部であった。

日

本 部

ま士同じれ

10月6日 評議会 第 1 回入学試験管理委員会

学長候補適任者選定委員会

9日 学長候補適任者選定委員会

12日 13日 六大学事務局長会議

17日 県下御来遊の皇太子御夫妻を門前で送迎する

（高志学院御訪問）

昭和37年 1 月1 日

20日 学長候補適任者選定委員会

第1 回入学試験管理委員会専門委員会

23～25日 文部省会計実地監査

24日 東海北陸地区庶務部 課長会議（於福井大学〉

26～27日 東海北陸地区施設課長会議（於本学）

27日 評議会

退職手当等の監査（文部省大臣官房人事課〉

28日 補導協議会

｜文理学部
10月2日 文学科会議

7日 教授会

10叶3日 全国文理学部 長会議

17日 学務補導委員会

28日 秋季レクリエーシヨン（氷見永芳閣）

｜教育学部｜
10月4日 木年度専門課程移行者のオリエンテージョン

就職連絡協議会（富山県教育委員会 学校教育課

長代理及び学部 補導委員会 委員出席）

14～ 15日 第 2 回秋季レクリエーγヨン（池の平及び野尻

湖）

15日 教育学部 学窓会（10時より黒田講堂）この総会

で10年勤続表彰を行なった。被表彰者の氏名は

次のとおり。

助教授

// 

事務官

技能員

附属中学校教諭

藤 木 二 与

岩 田 弘

金岡ス ミ子

平石佐一郎

布 村 清大郎
19～20日 文理学部 と併設されている教育学部 の学部 長会

議（於埼玉大学教育学部 ）

｜経済学部｜
10月3日 教授会（第11回）

4～5日 国際経済学会 第20回大会（於1. 2. 3番教室）

9日 専門課程進学者オリエンテーシヨン

10日 学部職業補導委員会

12日 教務委員会、教授会（第12回）

14～15日 学部職員 秋季レクリヱージョン（東尋坊、永平

寺、芦原温泉）

26日 教務委員会、学部図書委員会、教授会

｜薬 学 部i
10月2日 3 年次前期試験終了

5日 富山地方鉄道と大学の学生輸送に関する懇談会
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4日 教授会

5日 教授会

7日 講座主任会議

11日 教授会

12～13日 薬学部をもっ国立大学事務局長会議（於本学）

全上事務長会議（於東京大学）

15日 非常勤講師武田正孝逝去
16日 後期授業開始

九州大学医学部薬学科教授 西海校東雄特別講

演
20日 金沢大学薬学部長平本実他34名来部座談会

24日 文部省会計実地監査

27日 学生ヱツクス線間接撮影

30日 講座主任会議

28日 昭和36年度後期分授業料減免選考委員会

守品凶ー 部i
10月4日 文部省大学学術局庶務係長他1名台風被害状況

視察のため来部

教授会

11 B 文部省大臣官房会計副長学部施設を視察のため

来部

20日 富山財務部係官台風被害状況視察のため来部

24日 文部省会計実地監査

｜附属図書館｜
10月2日 後期夜間閲覧開始

10～13日 第8次全国国立大学館長会議

昭和36年度文部省主催館長研究集会（於広島大

学）

22日 職員秋季レクリエージョン実施（正川峡）

26日 事務打合会

31日 図書館商議会（第4回）、館長会議、研修会等経

過報告等

｜経営短期大学ι1
10月2日 後学期授業開始

10日 昭和37年度大学入学者選抜実施要項趣旨徹底協

議会（於京都学芸大学）

13～14日 第11回国立短期大学部主事事務長会議（於岡山

大学法経短大）

14～15日 職員秩季レクリーシヨン（東尋坊、永平寺、芦

原温泉）

25日 専任教官会議（第13回）

26日 教官会議（第2回）

30日 後学期分授業料減免選考委員会

報

職 員

変 更
文理学部

講 師 大 谷 重 彦

工学 部

事務員 加賀見 実

新任者
短 大

用務員 古 市 隆 好

訂 正

学報第22号で

工学部 野 路 末 吉

とあるを取消す。
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